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1．アンカラの古書店にて



・オスマン語の古書

アブデュルレシト・イブラヒム
『イスラーム世界』（イスタン
ブル，1910年）



・クラト教授の蔵書

コミンテルン
『第1回東方諸民族大会

議事録』（1920年）



・奉天のタタール語新聞
『民族旗』(1935-45年)

メルジャーニー
（1818-89年）



２．イブラヒムの旅行記

『イスラーム世界：
日本におけるイスラームの普及』



・アブデュルレシト・イブラヒムとは誰か

• 1857年4月23日 ロシア帝国領内

西シベリア、トボリスク県に生
• 1944年８月31日 東京に没
• ロシア、オスマン帝国、そして日本

で活動し、ユーラシアを広く巡った
熱烈な汎イスラーム主義者



・ロシアにおけるイブラヒム

• 1905年ロシア革命とムスリム・ジャーナリズム
の展開

• 改革主義のジャーナリスト『ウルフェト紙』



・ 1905年革命後の
ロシア・ムスリム民族運動の指導者

• ロシア・ムスリム大会

• ムスリム連盟 Ittifaq al-Muslimin

• ロシアの国会におけるムスリム会派



・イブラヒムによる
ロシア・ムスリムの自治構想

• Aftonomiya yake idare-i 
muhtariye (Sankt-
Peterburg, 1907)

• 帝政の反動と

運動の挫折

• イスラーム世界を

巡る旅





・来日したイブラヒム

• 日露戦争（1904-1905）における

日本の勝利に触発

• 1909年１月 ～ 1909年６月

１．日本と日本人の詳細な観察: 庶民から大臣まで

2. 日本の急速な発展の要因

3. 日本人の美徳と「民族精神」の護持



・ムスリム読者への日本事情の紹介







・東京帝国大学図書館にて



エリセーエフ（1889－1975年）
日本学の始祖

・ロシア人留学生との遭遇





・イブラヒムの壮大な構想

従属を強いられたイスラーム世界の現状

西欧列強による
世界秩序の一大転化

ムスリム諸民族の解放と独立

昇る太陽
日本

イスラーム世界と日本との連帯と結合



・日本におけるアジア主義

• 西欧支配に対するアジア諸民族の統合

• 日露戦争(1904-1905)

• 朝鮮併合(1910)：伊藤博文

• 中国革命への支援：1911年の辛亥革命

黒龍会: 頭山 満（1855-1944年）と
内田良平（1874-1936年）





・亜細亜義会

1. 1909年6月7日 有志により結成

2. アジア主義者と陸軍参謀本部



・日本陸軍とイブラヒム：宇都宮太郎日記

• 1909年5月８日：大原武慶来、露国帰化韃旦
人アブジュラシット・イブラヒムの（元回教館長
にて一度露の国会議員たりしことあり、革命
思想懐抱の為め迫害を受け退去せるものに
て、原籍は露国カザンの人なり）反基教同盟
を主張し主意書を持参し謀る所あり、余の意
見を授く。但し余は或時機までは直接には面
会せず（235－236頁）[5月10日、再訪]。



・宇都宮太郎日記より

• 1909年6月６日：歩兵大尉松井石根、歩兵中
佐三原辰次（露の亡命カザンの韃靼人イブラ
ヒムを繋ぎ置く為め大原武慶に本日金三百
円を渡すために招致。この金は三原保管の
別途資金にて福島中将の管理せるものなり）
243頁



• 1910年3月14 日：大原武慶を本部に招き、イ
ブラヒムの其后の状況を質す。同人は目下
メッカ付近に在り、三百円を与へ連絡を維持
する積なりしに、金子丈は大原受領せしも其
後のことに付き何等報ぜざりし故質せし次第
なり。余の胸中にては、イブラヒムの人物素
性も不明なれども、果たして出来そーならば、
ファドリー等と共に他日回教徒操縦の道具に
利用し、耶蘇教国と対抗の或る場合には利
用し得る如く為し置かんとの考なり。３２１頁



・日本人最初のメッカ
巡礼
1909（明治45）年刊







３．『イスラーム世界』（1910年）
の反響

• イスタンブル留学中の中央アジアの

改革主義者フィトラトの『争論』1911年

• ティフリスの風刺雑誌

『モッラー・ナスレッディン』



・『争論』に現れるイブラヒム

• ノガイ人のアブデュルレシト・イブラヒム師は、
自宅からわずか12ルーブルを懐にしただけで、
イスラームの統一をうち立てるために、はる
か中国、日本まで赴き、日本の首都東京では
数名の貴顕をムスリムとなし、イスラーム結
社まで開いたとのこと、これぞイスラームへの
奉仕以外の何物でありましょうか。また、その
威厳に山も震える日本の大臣は、その余暇を
庶民の児童の教育にあてているとのこと。



・ウズベク語訳における改変

• 1911年に亡くなった有名なトルストイの美徳と
善行、ひたすら人類の幸福のためになされた
貢献を知らぬ者はこの世にいないと言っても
過言ではない。この賢者にして哲学者には、
百を超える著作があり、そのほとんどはヨー
ロッパ諸語に、またいくつかはアラビア語、ト
ルコ語、ペルシア語にも翻訳されている。

ウズベク語訳、タシュケント、1913年、15頁





4．二人の亡命者：
イブラヒムとトガン

・トガン（1890-1970年）
ロシア領南ウラル地方出身
トルコ系バシキール人
父はイブラヒムの知友
カタノフ文庫の移送
ロシア革命後に亡命
イスタンブル大学教授として
活躍





・バルトリド（1869-1930年）
ロシア，ソ連の指導的な東
洋学者，青年トガンの師匠

1926年イスタンブル大学で
集中講義
『中央アジアのトルコ系諸
民族の歴史に関する12講』
（トルコ語，1927年）





・イブン・ファドラーンの
旅行記に関する
トガンの博士論文



・わが友，護雅夫へ，
記念として
日本の指導的なト
ルコ学者（1921-96
年）





・ロシアとイスラーム地域
1000年を越える関係

イスラーム地域研究
の課題
2008年カザン会議







5．再来日したイブラヒム

• 『新日本通報』に論説を寄稿

「アル・ジハード（聖戦）」

（1933年11月）

来るべき戦争における

日本人との共闘の必要性

このジハードはすべてのムス
リムにとって義務であること



・東京モスクの落成
代々木，1938年

イブラヒム，モスクの
イマームに



• 大日本回教協会（1938年）

• 戦時中の南方向け宣撫映画

『東京の回教徒』への出演
（1944年）



中央公論新社
2000年刊



・イブラヒムと井筒俊彦（1914-93）

• アラビア語とイスラーム学の手ほどき

1937-38年

• ムーサー・ビギエフ（1875-1949年）

の個人教授
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